
二子玉川南地区堤防沿川まちづくり懇談会（仮称） 

第２回資料 
日 時：平成 21 年 2 月 13 日（金）19:00～21:00 

会 場：玉川町会会館 

事務局：国土交通省京浜河川事務所・世田谷区 

 

【懇談会の目的】 

■計画高水位までの堤防整備に伴う二子玉川南地区のまちづくりについて

意見交換し、堤防周辺の整備について提案を頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【懇談会全体のながれ】 

■懇談会は３回を予定しており、まちづくりに関する提案を以下のながれ
で進行します。 

■今回は、事務局で作成した意見を参考にした整備案をより具体化してい
ただきます。 

第１回 平成21年1月20日

●皆さんが持っているまちづくり
についての意見・考えを出し
あい、グループごとに整理し
ました。 

●グループで整理した意見や提案を具体化します。 

●各グループから出された意見や提案を懇談会全体の提案とし
て、とりまとめます。 

【第１回 ニュースレター】
第２回 平成21年2月13日

第３回 平成21年3月上旬

現在の堤防整備横断図

▽計画高水位

住宅街

左岸：東京都世田谷区

道路

右岸：川崎市高津区

▽H19台風9号最高水位

▽通常水位土のう積みを実施

現堤防

※縮尺は高さ方向を強調しています

低水護岸

計画高水位までの堤防整備

【二子玉川南地区】

堤防整備

※懇談会（仮称）において、堤防の高さは議論の対象としません



【テーマ毎の整備案】 

【堤防の住宅地側の整備】 ①住宅地側の土手の案 

イメージ案 特 徴 心配なこと 

①：計画のまま 
・芝の斜面が広がる ・天端歩行者からのの

ぞき込みの不安があ

る 

②：樹木を植える案 
・堤防沿いに連続して

植樹できる 

・樹木により、目隠し

になるので、のぞき

込みの不安を減らす 

・壁のデザインはまち

のイメージに合わせ

て形や素材を考えら

れる 

・大きい木は植えられ

ない 

・沿川の家からも川が

見えにくくなる 

・落葉の掃除、枝打ち

や害虫処理などの管

理 

 

 

③：低木や草花を植える案 
・堤防沿いに連続して

植栽できる 

・ 壁のデザインはまち

のイメージに合わせ

て形や素材を考えら

れる 

・ 草花による色彩の変

化がつけられる 

・ 天端歩行者からのの

ぞき込みの不安があ

る 

・ 植栽の管理の必要が

ある 

壁を造って盛土し低木や草花を植える 

壁を造って盛土し樹木を植える 



 

【堤防の住宅地側の整備】 ②道路拡幅案 

 

 

 

公共空地を利用した拡幅のイメージ図 特 徴 心配なこと 

 

・国有地内で道路を拡幅する 

・交互通行や歩道の確保が可能に

なる区間もある 

・緊急車両が進入し易くなる 

 

・路上駐車が増える可能性がある

・車のスピードが速くなる 

・公共空地が狭くなる 

 

現 道 拡 幅 

現在の道路幅に対して拡幅を検討できる範囲 現在の道路幅に対して管理面での課題が残るが、拡幅を検討できる範囲



 

【堤防の天端】  

イメージ案 特 徴 心配なこと 

①：計画のまま 

 

・歩行者が天端を利用

できる 

・いろいろな人が歩き

やすいので、のぞき

込みの不安がある 

 

②：芝を生やす案 
・人や自転車を通りに

くくして、のぞき込

みの不安を減らす 

・天端を歩かないよう、

高水敷の散策路へ誘

導する動線とする 

・天端は完全に通行を

止めることはできな

い 

 

 

 

ほぼ平らで、堤防天端に芝を生やす

散策路 

ほぼ平らで、舗装はしない 



【公共空地の整備】  

イメージ案 特 徴 心配なこと 

①：計画のまま 

 

・ 平らで多目的に利用

できる 

・ 住宅地側からの見通

しが良い 

・日陰が無い 

 

②：盛土する案 

 

・ 利用できる面積が広

い 

・ 住宅地側からの見通

しが良い 

・ 住宅地側と天端がゆ

るやかにつながる 

・ 日陰が無い 

・ 平らな部分が少ない 

 

③：樹木を植える案 

 

・まとまった樹木を植え

られる 

・大きな木を植えられる

・木陰ができる 

 

・樹木が物陰になる 

・手入れが必要になる 

 

④：公園施設を整備する （上記案に加えることが可能） 
・トイレ、水道など ・人が集まりやすくなる 

・掃除などの手入れが必

要になる 

樹木を植える（盛土して樹木を植えることも可） 

平らで広い広場 

盛土して広場とする 



 

【樹木移植・植樹】 【水辺へのアプローチ】  

 

 

 

植栽の可能範囲とスロープ・階段施設計画状況 
 

 

 

検討可能な施設整備 

【散策路】 【堤防の階段】 【スロープ】  

・ 公共空地内 

・ 高水敷 

・ 階段の位置・幅・仕様の変更 

・ 新設 

・ 川側 

・ 住宅地側 

 

住宅地側のスロープ、道路

住宅地側の階段 

樹木がまとまって植えられる範囲 

中低木や草花が植えられる区間 

幅：１.０m

川側のスロープ 

川側の階段 

幅：３.５m、緩やかなスロープ 

幅：緊急車両が通行可能な幅【バリアフリー対応】

幅：緊急車両が通行可能な幅【バリアフリー対応】 

幅：４.０m（下流側の天

端と繋ぐ道路）

幅：３.５m、緩やかなスロープ

※スロープ幅は路肩を含まない 幅：１.０m幅：６.０m

散策路 

※管理上の課題はあるが、更地等に

することが可能 


